
Ⅰ 「目黒区学力調査」の概要 

１ 調査の趣旨 

目黒区立小・中学校の児童・生徒に「学力調査」を実施し、児童・生徒の学習状況を組織的・

継続的に調査・分析するとともに、各学校の指導法やカリュキュラムの改善・充実を図り、学

力の定着・向上を目指す。 

なお、本調査は、目黒区立小学校の第２学年～第６学年の児童及び目黒区立中学校の全学年

生徒を対象に実施された。 

 

２ 調査の内容 

(1) 調査の対象学年及び対象生徒数（本校）  

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

対象数  １１３人  １２９人  １５０人 

実施数  １１２人  １２４人  １４７人 

受検率  ９９，１％  ９６，１％  ９８，０％ 

 

(2) 調査内容と実施教科 

① 学習指導要領に示された目標の達成状況（観点別学習状況） 

② 生徒の学習に関する意識など 

１年 意識調査、国語、数学、社会、理科 

２年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科 

３年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科 

 

(3) 実施日  

  平成２０年４月１１日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 目黒区学力調査に基づく授業改善プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                    

本校の学力向上に向けた視点（学校全体） 

指導方法等の

工夫 

教育課程編成

上の工夫 

校内研修・研究

の工夫 
評価の工夫 

家庭や地域社

会との連携の

工夫 

思考と発見を

繰り返す過程

において、生徒

自ら主体的に

学習できるよ

うに工夫する。 

 

総合的な学習

の時間のまと

めどりや、行事

の見直しを行

うことにより、 

必修教科の時

間数を確保す

る。 

  

 

 

互いの授業を

公開し、教員相

互で授業の評

価をする。ま

た、区や都の研

修に積極的に

参加をする。 

 

より客観性の

高い評価を目

指し、生徒がさ

らなる目標を

もてるように

工夫する。 

 

公開授業や授

業参観、見学会

等を実施する

ことにより、学

校情報の発信

と と も に 家

庭・地域からの

意見を伺う機

会とする。 

 

学 校 教 育 目 標 

自らの課題を追求し、主体的に生きる個性豊かな生徒の育成を 

図る。 

ア 責任感のある生徒を育成する 

イ 思いやりのある生徒を育成する 

ウ 実行力のある生徒を育成する 

教育課程届における指導の重点 

１ 基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるために、生徒が興味や関心

をもって授業に取り組むよう指導の工夫及び学習内容の一層の精選・明確化

を図るとともに学習指導員やＡＬＴを積極的に活用していく。 

２ グループ学習や発表活動、スピーチ、討論、漢字・英単語コンテストなど
多様な学習活動を通して、自ら学ぶ意欲を高める。また､コンピュータなど
の情報 機器を効果的に活用することにより学習効果の向上を図る。 

３ 選択教科の内容を充実させる。特に国語、数学、英語については基礎的コ

ースと発展的コースに分け、生徒の能力に応じて対応する。また、校外での

体験学習も実施できるよう工夫する。 



目黒区立第十中学校 第１学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

話す力・聞く

力：目標値から

は良好といえ

る。授業を通し

て、より一層話

すこと・聞くこ

との能力向上に

努めていく。 

読む力：目標値

からは良好とい

える。 

書く力：さらに

小論文の書き方

や、感想文を折

に触れては書か

せるなど日常的

に書くことを習

慣化させてい

く。 

目標値を大きく

上回りとても良

好である。数学

的な表現や処理

は高い。数学的

な見方や考え方

はやや課題がみ

られる。定着を

図る為の反復練

習が必要であ

る。また、問題

解決型の課題を

多く提示し、生

徒自らが問題を

解決しながら理

解を深めていく

時間を増やして

いき、定着を図

る。 

 

 

教科全体におい

ては、目標値を

大きく上回りと

ても良好であ

る。観察・資料

活用の技能・表

現についての理

解にやや課題が

見られる。今後

は知識の定着を

図るとともに、

資料集を活用

し、応用力を高

めることが課題

である。 

「基礎」「応用」

の数値は、目標

値を大きく上回

っている。科学

的な思考におい

ては特に良好で

ある。「観察・実

験の技能・表現」

の観点におい

て、到達度にや

や課題がみられ

た。 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

朝の読書活動の

充実や新聞を日

常的に読むこと

を勧めるなど、

広い範囲から情

報を集め、効果

的に活用する能

力を身に付けさ

せる。 

身のまわりの事

象を題材とする

ことにより、数

学的な活動に対

する興味や関心

を高め、論理的

な思考の経験を

積ませていく。 

 

英語をできるだ

けたくさん聞く

機会を設定する

ことが「聞くこ

と」の指導には

最重要である。 

そのためには、

ＡＬＴ（外国人

英語指導員）と

のティームティ

ーチングの工夫

を図る。 

 

新聞やテレビ等

の視聴覚教材を

活用する等、身

近な題材を教材

に取り入れるこ

とにより、政治

と自分たちの生

活との関わりを

実感させるよ

う、指導の工夫

を図る。 

「観察・実験の

技能・表現」の

観点について

は、実際に実験

をする機会をな

るべく多くも

つ。また、自作

プリントを活用

し、実験器具の

正しい使い方を

学習する。 

 



目黒区立第十中学校 第２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

昨年度の達成率

と比較し、教科

総合で向上して

いる。特に「基

礎」においては

ほぼ全員が達成

している。「書

く力」「読む力」

においてやや課

題がみられる。 

 

昨年度の達成率

と比較し、教科

総合で向上して

いる。昨年度課

題であった「応

用」も大きく向

上したが、さら

なる向上を目指

すことが課題で

ある。 

基礎・応用とも、

目標値を大きく

上回り、たいへ

ん良好である。

「理解」の観点

では、生徒が意

欲的に英文理解

に取り組むため

の指導の工夫を

図ることが重要

である。 

昨年度の達成率

と比較し、「応

用」が大きく向

上している。し

かし、「社会的

な思考・判断」

「基礎」におい

ては課題がみら

れる。 

昨年度の達成率

と比較し、「観

察・実験の技

能・表現」にお

いて成果がみら

れる。しかし、 

「基礎」の定着

おいて課題がみ

られる。 

 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

書く力は、折り

に触れ、書かせ

る作業を取り入

れることで、個

人差に対応して

いく。また、各

生徒の興味や関

心に応じた教材

を使用し、読む

力の向上につな

げる。 

応用力を高める

ために、読解力

を養う。その為

には、ねらいを

明確にした文章

題を提示し、数

量の取り出し方

や関係の調べ方

を徹底し、数学

的な表現（式・

グラフ・表）の

体験的な活動を

積ませる。 

「理解」の能力

を高めるために

読む力を向上さ

せる。そのため

に、さまざまな

話題の英文に慣

れさせることが

重要である。ま

た、語彙を増や

すとともに、音

読指導の充実を

図っていく。 

地図や資料集を

活用して知識の

定着を図り、思

考力を高める。

また、判断力を

高めるために視

聴覚教材や自作

ワークシートを

活用する。さら

に、小テストを

実施し、知識の

定着に努める。 

視覚教材や自作

プリントを活用

することによ

り、教科全般に

関する生徒の興

味や関心を高め

る。家庭学習に

ついての指導も

工夫するととも

に、単元別テス

トを実施し、基

礎力の定着を図

る。 

 

 



目黒区立第十中学校 第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

昨年度の到達度

と比べ「基礎」

が向上した。観

点別では「話す

力・聞く力」「音

声言語」が高い

達成率である半

面、「書く力」に

やや課題がみら

れる。 

昨年度の到達度

と比べ、「応用」

が大きく向上し

た。観点別では

「数学的な見方

や考え方」が大

きく向上した。

しかし、「数量、

図形などについ

ての知識・理解」

に課題がみられ

る。 

昨年度の到達度

と比べ、「言語

文化理解」「表

現」「応用」が

大きく向上し

た。これは、文

意を適切に伝え

る指導や、語

彙・文型・文法

事項の定着を図

る指導の成果で

ある。 

昨年度の到達度

と比べ、教科総

合で向上した。

特に「応用」や

社会的な判断・

思考」の結果は

大きく向上し

た。幅広い知識

の習得と見識を

高めることが課

題である。 

昨年度の到達度

と比べ、全ての

観点で向上して

おり、概ね良好

である。しかし、

「観察・実験の

技能・表現」に

ついてはさらな

る向上を目指

す。 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

自分の体験した

ことを、文字で

表現する活動を

短時間になるべ

く多く実施す

る。また、新聞

作りや小論文を

書く指導を通し

て、しっかりと

自分の考えを持

ちまとめる力を

身につけさせ

る。 

自作のワークシ

ート等の副教材

の工夫を図り、

反復練習を重ね

て、数量や図形

の基礎的な概念

や原理・法則の

定着を目指す。 

反復練習を適宜

行い基礎力のさ

らなる定着を図

る。表現の指導

では、文を正確

に書けることが

重要である。そ

のためには、ALT

を活用するとと

もに、文の構造

を理解させるた

めの文法指導の

充実を図る。 

生徒の興味関心

を高める自作教

材やビデオ等の

視聴覚教材を活

用し、自ら主体

的に考え、判断

できる授業展開

を工夫する。ま

た、新聞から時

事的問題を取り

上げ、ディスカ

ッション形式の

活動を行う。 

「観察・実験の

技能・表現」の

観点について

は、実際に実験

をする機会をな

るべく多くも

つ。また、自作

のワークシート

を活用し、実験

前後の活動を工

夫し、生徒の意

識を高める。 

 



Ⅲ 授業改善プラン 

目黒区立第十中学校 

 

 

 

学校教育目標 

○ … 責任感のある生徒を育成する 

○ … 思いやりのある生徒を育成する 

○ … 実行力のある生徒を育成する 

 これからの時代をたくましく生きていくため

に必要な、基礎的・基本的な内容を確実に実につ

けさせることを目標とする。 

 そのために、グループ学習や発表活動、スピー

チ・討論・漢字や英単語コンテストなど多様な学

習活動を通して自ら学ぶ意欲を高めるとともに、

コンピュータなどの教育機器や学習指導員を効

果的に活用することにより学習効果の一層の向

上を図る。 

総合的な学習の時

間の指導の重点 

生活指導・進路指

導の重点 

本校の授業改善に向けた視点 

指導方法等の工

夫 

教育課程編成上

の工夫 

校内研修・研究

の工夫 

評価の工夫 家庭や地域社会との

連携の工夫 

基礎・基本の定着に向けた各教科の方策 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

本校の学習指導に関する方針 

 生徒の体験的学

習を通して、一人

一人の個性や特性

に基づいた課題や

問題を自ら発見

し、自ら解決して

いく能力の育成を

図る。 

 学校生活におけ

る規律を尊重さ

せ、落ち着いた生

活を送るなかで、

職場訪問や体験、

上級学校調べや訪

問等を通して、適

切な進路選択を考

えさせる。 

 

思考と発見を

繰り返す過程に

おいて、生徒自ら

主体的に学習で

きるように工夫

する。 

総合的な学習

の時間をまとめ

どりし、必修教科

の時間数を確保

する。 

 互いの授業を

公開し、教員相

互で授業の評価

をする。 

 より客観性の高

い評価を目指し、

生徒がさらなる目

標をもてるように

工夫する。 

 公開授業を毎学

期実施し、学校情報

の発信とともに家

庭・地域からの意見

を伺う機会とする。 

 生徒の学習状

況に応じ、漢字・

語句の意味調べ

を行い基礎基本

の定着を図ると

もに、長文に慣れ

親しませる。 

単元毎にきめ細

かく小テストを実

施する。生徒の学

習状況に応じた個

別指導の機会を増

やすことで、基

礎・基本の定着を

図る。 

 

音読練習や多読 

を授業において実

践し語彙力を向上

させる。外国人指

導員を活用して簡

単な英語の質問に

適切に答えられる

ようにする。 

 

 生徒の学習状

況に応じたワー

クシートやプリ

ント等の問題演

習を通して、基礎

基本の定着を図

る。 

 

 単元毎に復習

プリントを作成

する。生徒の実態

を把握した上で、

生徒の苦手な分

野の問題演習を

数多く行う。 


